
は
じ
め
に

寛
正
五
年
糺
河
原
勧
進
猿
楽
に
つ
い
て
は
、
大
乗
院
寺
社
雑

事
記
所
引
の
「
河
原
勧
進
猿
楽
記
」
を
用
い
て
、
観
客
側
の
記

録
と
し
て
、
興
福
寺
の
大
乗
院
尋
尊
が
参
加
で
き
な
か
っ
た
事
、

桟
敷
設
営
費
用
の
徴
収
に
苦
労
し
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
た
こ

と
が
あ
る
（「
糺
河
原
勧
進
猿
楽
の
周
辺
」
銕
仙
275
、
昭
54
・
２
。

小
著
『
能
・
狂
言
研
究
』
三
弥
井
書
店
、
平
９
所
収
）。
こ
こ
で

は
管
見
に
入
っ
た
新
資
料
を
紹
介
・
検
討
し
て
、
糺
河
原
勧
進

猿
楽
の
勧
進
聖
に
つ
い
て
解
明
す
る
と
と
も
に
、
五
山
禅
僧
に

よ
る
画
賛
の
性
格
に
つ
い
て
考
え
て
お
き
た
い
。

勧
進
聖
名
に
つ
い
て
の
諸
説

勧
進
芸
能
は
勧
進
聖
が
寺
社
の
堂
塔
な
ど
の
建
立
・
修
繕
や
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文
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寛
正
五
年
糺
河
原
勧
進
猿
楽
追
考
（
一
）

―
―

横
川
景
三
「
青
松
院
春
盛
老
人
像
賛
」
を
読
む
―
―

田
　
口
　
和
　
夫

寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）
に
行
わ
れ
た
京
糺
河
原
勧
進
猿
楽
の
勧
進
聖
に
つ
い
て
は
、
従
来
説
は
そ
の
名
表
記
に
も
揺
れ
が
あ
り
、
そ

の
伝
記
も
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
五
山
禅
僧
の
横
川
景
三
「
補
庵
京
華
外
集
」
上
に
「
青
松
院
春
盛
老
人
像
賛
」
と
題
す
る
絵
賛
が
あ

り
、
勧
進
聖
で
あ
っ
た
こ
の
人
物
の
略
伝
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
資
料
に
よ
っ
て
、
勧
進
聖
が
鞍
馬
寺
薬
師
坊
の
青
松
院
春
盛
と
確
定
で
き

る
。
春
盛
没
年
の
次
年
に
著
さ
れ
た
こ
の
絵
賛
を
読
み
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
略
伝
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
景
三
は
提
供
さ
れ
た

資
料
に
、
疑
問
を
も
ち
な
が
ら
も
忠
実
に
叙
述
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
そ
れ
は
同
様
に
五
山
禅
僧
に
よ
っ
て
多
く
作
ら
れ
た
絵

賛
に
共
通
す
る
特
徴
で
、
そ
の
故
に
こ
れ
ら
の
絵
賛
に
は
資
料
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド：

糺
河
原
勧
進
猿
楽
、
勧
進
聖
、
青
松
院
春
盛
、
横
川
景
三
、
絵
賛



架
橋
な
ど
の
費
用
を
集
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
催
す
と
い
う

建
前
に
な
っ
て
い
る
。
史
上
有
名
な
貞
和
五
年
（
一
三
四
九
）

の
桟
敷
崩
れ
田
楽
も
太
平
記
西
源
院
本
で
は
「
祇
園
之
執
行
行

恵
、
四
条
之
橋
ヲ
勧
進
シ
テ
渡
サ
ン
為
」
と
言
い
、
同
流
布
本

で
は
行
恵
の
名
を
挙
げ
ず
、「
抖
藪
ノ
沙
門
有
リ
ケ
ル
ガ
、
四
条

ノ
橋
ヲ
渡
サ
ン
ト
テ
」
と
、
勧
進
聖
の
事
だ
け
に
触
れ
て
い
る
。

矛
盾
す
る
よ
う
だ
が
、
こ
れ
は
執
行
行
恵
の
発
意
、
勧
進
聖
の

実
務
と
い
う
分
担
で
、
こ
の
勧
進
田
楽
が
張
行
さ
れ
た
事
と
解

す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
勧
進
聖
の
名
は
知
ら
れ
て
い
な

い
。
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
『
田
楽
・
猿
楽
』（
三
一
書
房
、

昭
49
）
所
収
「
勧
進
猿
楽
記
録
」
の
解
題
に
お
い
て
、
植
木
行

宣
氏
は
勧
進
芸
能
の
史
料
の
数
は
す
く
な
く
な
い
も
の
の
、「
そ

の
多
く
は
断
片
的
で
、
全
体
像
を
記
録
す
る
も
の
は
き
わ
め
て

少
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
い
う
状
況
の
中
で
ま
だ

知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
は
多
い
の
で
あ
る
。
植
木
氏
の
同
書
翻

刻
は
「
永
享
五
年
糺
河
原
勧
進
猿
楽
桟
敷
次
第
・
糺
河
原
勧
進

猿
楽
日
記
・
異
本
糺
河
原
勧
進
猿
楽
記
・
粟
田
口
猿
楽
記
・
附

文
安
田
楽
能
記
」
の
五
点
だ
が
、
前
三
点
が
本
稿
に
関
わ
る
の

で
、
引
用
は
こ
れ
に
よ
る
。

寛
正
五
年
の
糺
河
原
勧
進
猿
楽
の
勧
進
聖
の
名
は
「
青
（
春
）

松
院
善
盛
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。

勧
進
聖
法
印
善
盛
　
九
十
八
歳
、
号
春
松
院
。（
糺
河
原

勧
進
猿
楽
日
記
、
以
下
日
記
と
略
称
）

勧
進
聖
青
松
院
善
盛
法
印
　
年
九
十
八
。
鞍
馬
勧
進
聖
也
。

（
異
本
糺
河
原
勧
進
猿
楽
記
、
以
下
異
本
と
略
称
）

た
だ
し
、
こ
の
人
物
に
つ
い
て
は
、
植
木
氏
に
よ
る
注
に
「
伝

不
明
。
寺
伝
に
中
興
薬
師
坊
春
盛
の
こ
と
と
い
う
（『
鞍
馬
寺

史
』）」
と
い
う
程
度
し
か
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
名
も

「
善
盛
」
か
「
春
盛
」
か
で
揺
れ
が
あ
り
、
確
定
的
で
は
な
か
っ

た
。
ち
な
み
に
、
橋
川
正
氏
『
鞍
馬
寺
史
』（
鞍
馬
寺
開
扉
事
務

局
出
版
部
、
大
正
15
）
は
史
料
を
博
引
し
て
い
て
有
益
だ
が
、

長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
二
月
の
鞍
馬
寺
第
三
次
回
禄
か
ら
の

復
興
が
寛
正
五
年
冬
の
本
尊
御
遷
座
に
至
る
と
し
て
、「
こ
の
再

建
に
つ
い
て
思
ひ
合
は
す
べ
き
こ
と
あ
り
」
と
言
い
、
糺
河
原

勧
進
猿
楽
に
触
れ
て
、「
青
松
院
が
当
寺
の
支
院
な
る
か
将
又
当

寺
以
外
に
属
す
る
も
の
か
は
徴
す
べ
き
も
の
な
け
れ
ば
詳
か
な

ら
ざ
れ
ど
も
、
九
十
八
歳
の
高
齢
善
盛
法
印
が
当
寺
再
建
の
勧

進
聖
と
し
て
尽
瘁
し
た
り
し
こ
と
は
明
か
な
り
」「
寺
伝
に
い
ふ

中
興
薬
師
坊
春
盛
は
こ
の
善
盛
の
こ
と
な
る
べ
し
。
善
春
畢
し

て
何
れ
が
正
し
き
か
弁
へ
難
し
。
因
に
い
ふ
、
寺
伝
に
よ
れ
ば
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春
盛
は
長
享
三
年
四
月
十
一
日
年
百
八
十
五
歳
を
以
て
遷
化
せ

し
と
ぞ
」（
98
頁
）
と
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
の
が
植
木
氏

の
情
報
源
で
あ
る
。
ま
た
、『
鞍
馬
寺
史
』
は
「
大
乗
院
寺
社
雑

事
記
」
文
明
十
七
年
三
月
二
日
条
を
引
い
て
、
そ
こ
に
登
場
す

る
「
百
七
十
歳
許
の
老
僧
寿
松
院
僧
都
春
成
」
は
勧
進
聖
善
盛

法
師
で
あ
ろ
う
、
そ
れ
な
ら
百
十
九
歳
だ
が
、「
疑
を
存
し
て
因

み
に
記
す
」
と
い
う
。

『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』（
三
教
書
院
、
昭
９
）
の
同
日
条
を

検
す
る
と
、
こ
れ
は
「
尋
尊
大
僧
正
記
」
で
あ
っ
て
、
次
の
記

事
が
あ
る
。

一
夕
方
鞍
馬
寺
ニ
参
詣
、
一
宿
、
寅
剋
図
絵
之
毘
沙
門
於
内

陣
延
供
養
、
導
師
百
疋
給
之
、
当
年
百
七
十
歳
計
之
老
僧
也
、

青
松
院
僧
都
春
盛
、
宿
坊
ハ
円
楽
坊
也
（
八
、
二
八
四
頁
）

こ
の
「
春
盛
」
と
い
う
表
記
の
方
が
正
し
い
筈
で
あ
る
。
橋

川
氏
の
推
測
は
妥
当
だ
っ
た
。
こ
こ
で
春
盛
は
「
僧
都
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。

「
青
松
院
春
盛
老
人
像
賛
」
の
検
討

五
山
、
相
国
寺
の
禅
僧
横
川
景
三
が
著
し
た
「
補
庵
京
華
外

集
」
上
に
「
青
松
院
春
盛
老
人
像
賛
」
と
題
す
る
一
章
が
あ
る
。

玉
村
竹
二
氏
『
五
山
文
学
新
集
』
第
一
巻
（
東
京
大
学
出
版
会
、

昭
42
）
七
九
四
・
七
九
五
頁
に
よ
っ
て
、
そ
の
全
文
を
引
く
。

青
松
院
春
盛
老
人
像
賛

公
諱
春
盛
、
不
知
何
処
人
也
、
或
云
、
公
自
言
洛
人
、
俗
姓
二

条
家
、
子
孫
以
山
伏
為
宗
、
攀
大
峰
之
嶮
、
探
葛
山
之
奇
、
来

往
木
履
一
雙
耳
、
最
精
密
乗
、
胎
金
尽
美
矣
、
考
其
世
寿
、
生

于
先
代
九
代
文
保
元
年
七
月
十
五
日
、
以
去
歳
延
徳
初
元
四
月

十
一
日
終
、
春
秋
一
百
七
十
三
歳
、
豈
不
異
乎
、
等
持
院
殿

（
足
利
尊
氏
）

、

初
秉
鈞
軸
以
降
、
代
々
相
公
、
莫
不
召
見
、
台
駕
赴
駿
河
国
見

富
士
、
公
於
清
見
寺
一
見
、
台
筆
書
和
歌
為
賜
、
自
等
持
到
普（
足

広
院
殿

利
義
教
）

富
士
和
歌
、
皆
秘
在
篋
笥
云
、
鹿
苑
院
殿

（
足
利
義
満
）

、
於
内
野
戦

場
、
召
若
王
子
僧
正
、
築
壇
祈
祷
、
公
随
僧
正
後
、
伺
候
軍
中
、

時
年
七
十
余
歳
、
慈
照
院
殿

（
足
利
義
政
）

、
命
観
世
大
夫
、
猿
楽
於
河
原
、

以
公
為
勧
進
聖
、
准
先
規
也
、
布
袋
和
尚
、
入
t
乞
銭
、
有
此

風
哉
、
相
公
特

（
足
利
義
材
）

以
青
松
院
召
之
、
国
人
栄
焉
、
凡
天
下
廃
寺
壊

廟
、
風
吹
雨
打
於
榛
棘
之
中
、
公
一
視
之
、
如
身
坐
於
塗
炭
、

袖
化
疏
腰
杓
柄
、
修
造
一
新
、
絶
五
穀
絶
十
穀
、
以
畢
其
願
、

当
于
重
建
鞍
馬
寺
之
高
堂
、
夢
多
聞
現
童
子
形
、
授
之
以
食
、

覚
而
枕
上
有
小
豆
数
粒
、
自
爾
絶
穀
止
于
五
矣
、
又
一
夕
公
以

病
死
、
七
日
不
起
、
有
梵
僧
与
薬
、
甘
味
可
口
、
既
而
蘇
矣
、
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所
謂
梵
僧
、
医
王
応
化
耶
、
坊
扁
薬
師
、
寔
不
誣
焉
、
吾
開（
夢

山

国
師
疎
石
）

住
天
竜
日
、
公
拝
謁
丈
室
、
国
師
上
嵐
山
植
楓
樹
、
钁
頭

在
手
、
公
面
見
焉
、
又
s
西
芳
寺
、
国
師
在
花
下
、
擁
箒
而
立
、

公
問
曰
、
何
不
召
侍
者
洒
掃
乎
、
国
師
一
咲
、
予
悔
当
時
不
侍

国
師
傍
、
一
拳
々
倒
、
使
渠
知
向
上
有
事
、
嗚
呼
已
矣
哉
、
抑

本
朝
役
小
角
、
山
伏
第
一
祖
也
、
入
葛
木
山
、
草
衣
木
食
、
持

孔
雀
明
王
呪
、
嘗
在
摂
州
箕
面
山
、
々
有
瀧
、
小
角
入
瀧
口
、

謁
龍
樹
大
士
、
号
箕
面
為
龍
樹
浄
刹
、
此
之
謂
也
、
感
通
録
曰
、

龍
樹
号
仏
滅
度
後
、
一
切
智
人
、
長
年
七
百
余
歳
、
公
祖
承
小

角
、
希
慕
龍
樹
可
也
、
護
法
論
曰
、
二
祖
大

（

慧

可

）

師
百
単
七
歳
、

安
国
師

（
斉
安
）

百
二
十
八
歳
、
趙
州
和

（
従
　
）

尚
七
百
二
十
甲
子
、
此
論
不
足

徴
焉
、
今
勢
州
府
君

（
伊
勢
貞
宗
）

汲
古
、
乃
公
壇
越
也
、
出
公
肖
像
乞
讃
、

以
其
徒
智
春
之
状
也
、
而
公
出
処
顛
末
、
智
春
不
可
言
也
、

一
々
録
府
君
所
聞
於
公
者
、
以
塞
其
命
、
蓋
本
坊
供
養
一
端
也
、

讃
曰
、
密
印
伝
家
最
上
乗
、
鬼
神
胆
落
戦
兢
々
、
随
身
宮
殿
河

沙
仏
、
祇
道
参
禅
似
不
曽
、
百
七
十
三
閑
日
月
、
青
松
院
裏
一

高
僧
、
喝
一
喝
、
開
山
老
国
師
来
也
、
宝
剣
光
寒
出
匣
氷
、
君

看
薬
師
坊
口
路
、
夕
陽
留
在
白
雲
層
、

延
徳
二
年
庚
戌
十
月
吉
辰
、

小
補
横
川
、

以
上
で
あ
る
。
こ
れ
を
私
に
訓
み
下
し
、
段
落
に
区
切
っ
て
内

容
を
考
え
て
み
る
。

青
松
院
春
盛
老
人
像
の
賛

日
記
で
は
春
松
院
善
盛
、
異
本
で
は
青
松
院
善
盛
と
揺
れ

て
い
た
表
記
が
、「
青
松
院
春
盛
」
と
確
定
で
き
る
。「
大
乗
院

寺
社
雑
事
記
」
の
表
記
も
見
合
わ
せ
て
、
春
盛
は
「
寺
伝
」
の

表
記
が
正
し
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

公
の
諱
は
春
盛
、
何
処
の
人
か
を
知
ら
ず
、
或
い
は
云
は
く
、

公
自
ら
洛
の
人
と
言
ふ
、
俗
姓
は
二
条
家
、
子
孫
は
山
伏
を
以

て
宗
と
為
す
、
大
峰
の
嶮
を
攀
ぢ
、
葛
山
の
奇
を
探
る
、
来
往

す
る
に
木
履
一
雙
の
み
、
最
も
密
乗
に
精
し
く
、
胎
金
美
を
尽

く
せ
り
、

春
盛
の
出
自
は
不
詳
と
い
う
。「
或
い
は
」
か
ら
後
は
、
こ

の
情
報
を
景
三
に
提
供
し
た
、
後
出
の
伊
勢
府
君
（
伊
勢
貞
宗
）

が
春
盛
か
ら
聞
い
た
事
と
考
え
ら
れ
る
が
、
異
説
と
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
京
の
人
、
二
条
家
出
身
、
大
峰
・

葛
城
の
山
伏
修
行
を
し
、
密
教
の
教
義
に
詳
し
い
と
い
う
。
ま

ず
は
山
伏
で
あ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
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お
き
た
い
。

其
の
世
寿
を
考
ふ
る
に
、
先
代
九
代
文
保
元
年
七
月
十
五
日
に

生
ま
れ
、
去
ぬ
る
歳
延
徳
初
元
四
月
十
一
日
を
以
て
終
ふ
、
春

秋
一
百
七
十
三
歳
、
豈
異
と
せ
ざ
ら
ん
や
、

文
保
元
年
（
一
三
一
七
）
に
生
ま
れ
、
延
徳
元
年
（
一
四

八
九
）
に
没
、
百
七
十
三
歳
と
い
う
。
没
年
は
、
前
に
引
い
た

「
寺
伝
」
で
も
長
享
三
年
四
月
十
一
日
と
い
う
。
長
享
三
年
（
一

四
八
九
）
は
改
元
し
て
延
徳
元
年
と
な
る
の
で
一
致
す
る
。
ま

た
、
こ
の
賛
執
筆
の
一
年
前
の
事
だ
か
ら
、
こ
れ
は
信
頼
で
き

よ
う
。
生
年
の
文
保
元
年
は
信
じ
が
た
い
。
日
記
・
異
本
に
よ

れ
ば
、
寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）
に
春
盛
は
九
十
八
歳
と
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
が
正
し
い
と
し
た
場
合
、
延
徳
元
年
に
は
百
二

十
三
歳
と
な
る
。『
能
楽
源
流
考
』
は
寛
正
五
年
八
十
九
歳
説
を

引
い
て
い
る
。
こ
れ
は
『
蔭
凉
軒
日
録
』（
臨
川
書
店
、
昭
53
）

寛
正
五
年
三
月
二
十
七
日
条
に
「
勧
進
之
聖
者
、
年
八
十
九
、

尤
強
健
而
断
五
穀
之
事
、
在
御
談
余
也
」
と
あ
る
と
こ
ろ
に
基

づ
く
。
そ
れ
な
ら
ば
永
和
二
年
（
一
三
七
六
）
生
、
没
年
齢
は

百
十
四
歳
と
な
る
。
整
理
す
る
と
、

①
永
和
二
年
（
一
三
七
六
）
生
―
寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）
89

―
延
徳
元
年
（
一
四
八
九
）
114

②
貞
治
六
年
（
一
三
六
七
）
生
―
寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）
98

―
延
徳
元
年
（
一
四
八
九
）
123

③
文
保
元
年
（
一
三
一
七
）
生
―
寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）
148

―
延
徳
元
年
（
一
四
八
九
）
173

こ
の
三
説
と
な
る
。「
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
」
に
言
う
、
文
明
十

七
年
（
一
四
八
五
）
に
百
七
十
歳
ば
か
り
と
い
う
情
報
は
、
③

説
に
最
も
近
く
、「
許
」
と
い
う
曖
昧
さ
を
加
味
す
れ
ば
同
一
の

も
の
と
言
え
る
。

①
は
、
こ
れ
で
も
長
命
だ
が
、
も
っ
と
も
蓋
然
性
が
高
い
。

情
報
源
も
、
春
盛
を
勧
進
聖
と
し
て
指
名
し
た
将
軍
の
談
話
と

い
う
こ
と
で
信
頼
性
が
高
い
。
真
実
は
こ
れ
で
あ
っ
た
と
し
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。

②
の
百
二
十
三
歳
は
無
い
わ
け
で
は
な
い

が
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。
も
と
も
と
、
八
十
九
歳
の
誤
伝
で
あ
っ

た
可
能
性
を
考
え
た
い
。
③
は
実
際
に
は
あ
り
得
な
い
だ
ろ
う
。

そ
れ
で
も
没
年
に
近
い
こ
ろ
、
春
盛
自
身
が
こ
の
説
を
述
べ
て

い
た
こ
と
は
、「
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
」
の
記
事
か
ら
も
推
察
さ

れ
る
事
で
は
あ
る
。
景
三
は
、
こ
の
③
の
情
報
に
基
づ
い
て
書

か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
、
こ
の
賛
の
末
尾
で
い
ろ
い
ろ
と

伝
説
的
長
寿
の
例
を
挙
げ
て
は
い
る
が
、
所
詮
無
理
が
あ
る
こ
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と
で
あ
る
。
無
理
を
押
し
て
文
保
元
年
生
説
を
こ
こ
で
基
本
と

し
て
い
る
の
は
、
そ
の
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

今
は
亡
き
歴
史
的
人
物
に
自
分
は
会
っ
て
い
る
、
と
い
う
歴
史

の
語
り
部
的
位
置
に
自
ら
を
置
い
た
と
こ
ろ
に
、
こ
の
必
要
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
ず
最
初
は
、
次
項
に
言
う
等
持
院
足
利

尊
氏
に
拝
謁
し
て
以
来
、
代
々
の
将
軍
が
春
盛
を
召
し
た
、
と

言
い
た
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
尊
氏
は
延
文
三
年
（
一
三
五
八
）

四
月
に
没
し
て
お
り
、
こ
れ
に
拝
謁
し
た
と
言
う
為
に
は
、
①

②
説
で
は
不
可
能
で
、
③
説
の
よ
う
な
長
寿
情
報
が
必
要
だ
っ

た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
勧
進
聖
の
言
説
の
こ
と
だ
か
ら
、

寛
正
五
年
に
八
十
九
歳
（
九
十
八
歳
）
と
い
う
の
も
、
そ
の
時

の
都
合
に
よ
る
詐
称
で
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
ろ
う
。

等
持
院
殿
、
初
め
て
鈞
軸
を
秉と

り
て
以
降
、
代
々
の
相
公
、
召

見
せ
ざ
る
莫
し
、
台
駕
駿
河
の
国
に
赴
き
富
士
を
見
る
に
、
公

を
清
見
寺
に
し
て
一
見
し
、
台
筆
の
和
歌
を
書
き
て

賜
た
ま
も
の

と
為

す
、
等
持
よ
り
普
広
院
殿
に
到
る
富
士
の
和
歌
、
皆
秘
し
て
篋

笥
に
在
り
と
云
ふ
、

「
秉
鈞
軸
」
は
こ
の
場
合
は
将
軍
に
な
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
尊
氏
が
征
夷
大
将
軍
と
な
っ
た
の
は
暦
応
元
年
（
一
三
三

八
）
八
月
の
こ
と
で
あ
る
。
文
脈
か
ら
言
う
と
、
等
持
院
尊
氏

が
将
軍
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
と
、
代
々
の
将
軍
が
春
盛
を
召

見
し
た
と
い
う
こ
と
は
切
り
離
し
て
も
読
め
そ
う
だ
が
、
続
く
、

将
軍
の
富
士
遊
覧
の
時
、
将
軍
が
和
歌
を
作
り
、
春
盛
に
賜
っ

た
、
そ
の
和
歌
が
「
等
持
よ
り
普
広
院
殿
に
到
る
」
と
あ
る
こ

と
か
ら
は
、
等
持
院
尊
氏
も
そ
う
し
た
と
し
か
解
釈
で
き
な
い

こ
と
に
な
る
。
将
軍
が
富
士
遊
覧
と
称
し
て
駿
河
国
に
到
り
、

駿
河
守
護
の
今
川
氏
に
迎
え
ら
れ
て
和
歌
を
詠
む
こ
と
は
、
普

広
院
足
利
義
教
が
永
享
四
年
（
一
四
三
二
）
九
月
に
行
っ
た
も

の
の
記
録
「
富
士
御
覧
日
記
」（
群
書
類
従
）
を
見
て
も
確
か
め

ら
れ
る
。
管
見
に
よ
れ
ば
、
こ
の
行
事
は
足
利
義
満
が
対
立
す

る
鎌
倉
公
方
足
利
氏
満
に
圧
力
を
掛
け
る
た
め
に
嘉
慶
二
年

（
一
三
八
八
）
九
月
に
行
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
事

情
を
考
え
併
せ
れ
ば
、
将
軍
と
し
て
の
富
士
遊
覧
は
こ
の
時
を

初
め
と
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
（
小
稿
「
観
阿
弥
の
駿
河
演
能

を
め
ぐ
っ
て
」（
小
著
『
能
・
狂
言
研
究
』
三
弥
井
書
店
、
平
九
、

所
収
）
参
照
）。
二
代
将
軍
宝
篋
院
義
詮
の
富
士
遊
覧
は
知
ら
れ

て
お
ら
ず
、
尊
氏
に
も
そ
の
よ
う
な
記
録
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

鹿
苑
院
殿
、
内
野
の
戦
場
に
し
て
、
若
王
子
僧
正
を
召
し
、
壇
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を
築
き
て
祈
祷
せ
し
む
、
公
僧
正
の
後
に
随
ひ
、
軍
中
に
伺
候

す
、
時
に
年
七
十
余
歳
、

鹿
苑
院
足
利
義
満
が
当
時
強
大
な
勢
力
だ
っ
た
山
名
氏
を

弾
圧
し
、
そ
の
結
果
山
名
氏
清
・
満
幸
が
破
れ
、
山
名
氏
の
勢

力
は
半
減
し
た
事
件
が
「
明
徳
の
乱
」
で
あ
る
。
明
徳
二
年

（
一
三
九
一
）
の
こ
の
事
件
は
「
明
徳
記
」（
群
書
類
従
）
に
詳

し
い
が
京
中
の
内
野
で
合
戦
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
名
高
い
。
能

〈
小
林
〉
は
こ
の
事
件
に
取
材
し
て
い
る
（
小
林
健
二
氏
『
中
世

劇
文
学
の
研
究
』
三
弥
井
書
店
、
平
13
）。

戦
乱
が
治
ま
っ
て
後
、「
内
野
大
宮
ノ
戦
場
ニ
ハ
夜
々
ニ
修
羅

闘
諍
ノ
声
聞
ヘ
テ
、
時
々
合
戦
死
亡
ノ
苦
ヲ
イ
ダ
ク
。
音
ノ
ミ

人
ノ
夢
ニ
モ
幻
ニ
モ
、
見
聞
ケ
ル
間
」
と
い
う
状
態
だ
っ
た
の

で
、
義
満
が
そ
の
戦
死
者
を
弔
う
た
め
、「
五
山
ノ
清
衆
一
千
人

ヲ
以
、
大
施
餓
鬼
ヲ
行
セ
玉
ヒ
、
陸
奥
ノ
前
司
氏
清
幽
儀
竝
ニ

諸
卒
戦
死
亡
霊
六
道
有
情
三
界
万
霊
悉
皆
得
道
ト
回
向
セ
サ
セ

給
」
た
法
会
は
有
名
だ
が
、
こ
こ
は
戦
場
に
お
い
て
修
せ
ら
れ

た
も
の
な
の
で
、
戦
中
に
修
せ
ら
れ
た
怨
敵
降
伏
の
た
め
の
祈

祷
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
若
王
子
僧
正
は
当
時
、
熊
野
三
山
奉

行
で
あ
っ
た
若
王
子
乗
々
院
五
代
の
良
縁
で
あ
ろ
う
。
宮
家
準

氏
『
熊
野
修
験
』（
吉
川
弘
文
館
、
平
４
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時

期
の
十
九
代
熊
野
三
山
検
校
の
常
住
院
（
聖
護
院
）
良
瑜
は
験

力
に
勝
れ
、「
足
利
将
軍
家
の
義
満
・
義
持
・
義
教
が
主
宰
し
た

最
大
の
国
家
祈
祷
で
あ
る
五
壇
法
の
中
壇
奉
仕
回
数
が
良
瑜
十

六
回
」
と
圧
倒
的
に
多
い
と
い
う
。
そ
の
良
瑜
の
下
で
「
熊
野

や
熊
野
修
験
の
統
轄
の
実
務
に
あ
た
っ
」
て
い
た
の
が
三
山
奉

行
た
る
良
縁
で
あ
っ
た
。
そ
の
良
縁
の
祈
祷
の
と
き
、
山
伏
だ

っ
た
春
盛
が
随
っ
て
い
る
の
は
当
然
と
言
う
べ
き
か
。
七
十
余

歳
と
い
う
の
は
③
説
に
よ
る
計
算
で
あ
ろ
う
。

慈
照
院
殿
、
観
世
大
夫
に
命お
ほ

せ
て
、
河
原
に
し
て
猿
楽
せ
し
め

公
を
以
て
勧
進
聖
と
為
す
、
先
規
に
准
ふ
る
な
り
、
布
袋
和
尚
、

t
に
入
り
て
銭
を
乞
ふ
、
此
の
風
有
る
か
な
、
相
公
特
に
青
松

院
を
以
て
召
す
、
国
人
栄
と
せ
り
、

こ
の
部
分
が
、
本
稿
で
問
題
に
し
て
い
る
寛
正
五
年
糺
河

原
勧
進
猿
楽
に
関
連
す
る
叙
述
で
あ
る
。
慈
照
院
殿
は
足
利
義

政
、
観
世
大
夫
は
こ
の
と
き
観
世
又
三
郎
正
盛
、
音
阿
弥
元
重

の
子
だ
が
、
実
質
的
に
は
老
い
て
ま
す
ま
す
元
気
な
音
阿
弥
が

中
心
と
な
る
催
し
で
あ
っ
た
。
こ
の
勧
進
猿
楽
の
勧
進
聖
と
し

て
八
十
九
歳
の
青
松
院
春
盛
が
起
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

日
記
・
異
本
の
説
で
も
九
十
八
歳
、
こ
の
賛
の
説
で
は
百
四
十
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八
歳
に
な
っ
て
し
ま
う
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
非
常
な
高
齢
で
、

そ
の
勧
進
す
る
姿
は
神
仙
的
、
布
袋
和
尚
が
店
屋
に
入
っ
て
銭

を
喜
捨
し
て
も
ら
っ
て
い
る
姿
に
喩
え
ら
れ
る
の
も
当
然
と
言

う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
実
際
の
勧
進
聖
と
し
て
の
仕
事
は
期
待
さ

れ
て
お
ら
ず
、「
先
規
に
准
ふ
る
」
と
い
う
意
義
だ
け
の
起
用
だ

っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
「
前
例
に
な
ず
ら
え
る
」

と
い
う
表
現
に
は
問
題
が
あ
る
。
単
に
勧
進
猿
楽
に
は
勧
進
聖

が
い
る
の
が
先
例
だ
か
ら
、
と
言
う
の
か
、
先
例
の
勧
進
猿
楽

で
も
青
松
院
春
盛
が
勧
進
聖
だ
っ
た
か
ら
、
と
い
う
の
か
紛
ら

わ
し
い
。

先
例
と
意
識
さ
れ
て
い
る
勧
進
猿
楽
は
、
永
享
五
年
（
一
四

三
三
）
四
月
二
十
一
日
か
ら
三
日
間
（
二
十
三
日
・
二
十
七
日
）

糺
河
原
で
行
わ
れ
た
勧
進
猿
楽
で
あ
る
。
こ
れ
は
看
聞
日
記
や

満
済
准
后
日
記
な
ど
に
も
、
そ
の
盛
儀
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ

れ
る
も
の
で
、
満
済
准
后
日
記
永
享
五
年
四
月
二
十
八
日
条
に

「
御
代
初
度
勧
進
申
楽
三
ケ
日
無
為
、
珍
重
」
と
言
う
よ
う
に
、

足
利
義
教
が
永
享
元
年
（
一
四
二
九
）
三
月
に
将
軍
と
な
っ
て

初
め
て
の
勧
進
猿
楽
と
位
置
付
け
ら
れ
る
特
別
な
催
し
で
あ
っ

た
。
名
目
は
「
祇
園
塔
勧
進
」（
看
聞
日
記
、
永
享
五
年
四
月
二

十
一
日
条
）
だ
っ
た
か
ら
、
祇
園
社
関
係
の
勧
進
聖
が
い
て
当

然
で
、
満
済
准
后
日
記
永
享
五
年
四
月
六
日
条
に
「
来
廿
一
日

河
原
勧
進
申
楽
桟
敷
御
支
配
次
第
勧
進
聖
持
来
之
由
」
と
あ
る

勧
進
聖
が
そ
れ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
所
属
を
示
す
そ
れ
以

上
の
資
料
が
管
見
に
入
ら
な
い
。
後
文
で
「
義
政
が
特
に
青
松

院
春
盛
を
名
指
し
で
勧
進
聖
と
し
た
」
と
す
る
所
も
考
え
併
せ

る
と
、
後
者
の
解
も
捨
て
き
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
祇
園
の

塔
勧
進
と
い
う
名
目
は
あ
っ
て
も
、「
公
家
や
武
家
の
面
々
が
義

教
の
も
と
へ
参
賀
に
伺
候
し
て
お
り
、
こ
の
勧
進
能
が
実
質
は

義
教
の
主
催
で
あ
り
、
将
軍
御
用
の
能
役
者
が
音
阿
弥
だ
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
」（
表
章
氏
『
岩
波
講
座
能
・
狂
言
Ⅰ
能
楽

の
歴
史
』
昭
62
）
と
言
わ
れ
る
と
お
り
の
催
し
で
あ
っ
た
。
こ

の
事
に
つ
い
て
は
能
勢
朝
次
氏
『
能
楽
源
流
考
』
に
詳
し
い
。

寛
正
五
年
の
勧
進
猿
楽
は
、
文
安
六
年
（
一
四
四
九
）
将
軍
宣

下
の
義
政
の
御
代
初
め
で
は
な
さ
そ
う
だ
が
、
将
軍
主
導
で
あ

る
こ
と
を
始
め
と
し
て
、
す
べ
て
永
享
五
年
の
も
の
を
規
模
と

し
て
執
行
さ
れ
た
ら
し
い
。
別
稿
で
紹
介
す
る
大
乗
院
寺
社
雑

事
記
紙
背
文
書
九
九
六
号
に
も
「
永
享
御
佳
例
之
儀
、
公
私
之

祝
着
候
之
間
」
と
み
え
る
の
も
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。

凡
そ
天
下
の
廃
寺
壊
廟
、
榛
棘
の
中
に
し
て
風
吹
き
雨
打
つ
に
、
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公
一
た
び
之
を
視
れ
ば
、
身
に
如お

い
て
塗
炭
に
坐
す
と
も
、
化

疏
を
袖
に
し
杓
柄
を
腰
に
し
て
、
修
造
一
新
せ
し
む
、
五
穀
を

絶
ち
十
穀
を
絶
ち
、
以
て
其
の
願
を
畢つ

く
す
、
鞍
馬
寺
の
高
堂

を
重
ね
て
建
つ
る
に
当
た
り
、
夢
に
多
聞
、
童
子
の
形
に
現
れ

て
、
之
に
授
く
る
に
食
を
以
て
す
、
覚
め
て
枕
上
に
小
豆
数
粒

有
り
、
爾
よ
り
穀
を
絶
つ
こ
と
五
に
止
ま
れ
り
、

こ
れ
は
春
盛
の
勧
進
聖
と
し
て
の
行
状
を
述
べ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
寺
廟
が
廃
壊
し
て
い
る
の
を
見
る
と
ど
ん
な
に
つ
ら

い
状
態
に
あ
っ
て
も
、
勧
進
状
を
持
ち
、
勧
進
杓
を
持
っ
て
勧

進
の
仕
事
に
当
り
、
そ
れ
を
修
造
す
る
。
五
穀
を
断
つ
五
穀
聖
、

十
穀
を
断
つ
十
穀
聖
と
し
て
勧
進
を
成
功
さ
せ
る
。
こ
の
後
は

勧
進
聖
ら
し
い
説
話
的
口
吻
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
の
だ
が
、

鞍
馬
寺
高
堂
修
造
の
と
き
、
か
れ
は
十
穀
を
断
っ
て
い
た
ら
し

い
。
夢
に
多
聞
天
が
童
子
の
姿
で
現
れ
、
食
を
勧
め
る
。
目
覚

め
て
み
れ
ば
枕
元
に
小
豆
数
粒
が
あ
っ
た
、
そ
れ
か
ら
五
穀
を

断
つ
に
止
め
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
五
穀
聖
で
あ
る
こ
と
は

前
引
蔭
凉
軒
日
録
寛
正
五
年
三
月
二
十
七
日
条
に
見
え
る
。
こ

の
あ
た
り
か
ら
説
話
的
不
思
議
が
叙
述
さ
れ
る
。

又
一
夕
公
病
を
以
て
死
し
、
七
日
起
き
ず
、
梵
僧
有
り
て
薬
を

与
ふ
、
甘
味
口
に
可
な
り
、
既
に
し
て
蘇
れ
り
、
所
謂
梵
僧
は
、

医
王
の
応
化
か
、
坊
の

扁
よ
こ
が
く

は
薬
師
、
寔
に
ま
こ
と

誣
あ
や
ま

た
ざ
る
な
り
、

ま
た
あ
る
と
き
、
春
盛
は
病
気
で
死
に
七
日
過
ぎ
た
。
梵

僧
が
来
て
薬
を
与
え
た
が
甘
味
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
蘇
っ
た
。

梵
僧
は
薬
師
如
来
が
そ
の
姿
を
と
っ
た
も
の
か
。
春
盛
が
住
ん

で
い
た
坊
は
薬
師
と
扁
額
を
掲
げ
て
い
る
。
ま
こ
と
に
そ
の
名

の
通
り
な
の
で
あ
る
。
春
盛
が
鞍
馬
の
薬
師
坊
に
住
ん
で
い
た

こ
と
は
、
前
引
の
通
り
鞍
馬
寺
史
に
見
え
る
が
、
そ
れ
が
事
実

と
認
定
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

吾
が
開
山
国
師
天
竜
に
住
む
日
、
公
丈
室
に
拝
謁
す
、
国
師
嵐

山
に
上
が
り
楓
樹
を
植
う
、
钁く
は

頭
は
手
に
在
り
、
公

面
ま

の

あ

た

り

焉こ
れ

を
見
る
、
又
西
芳
寺
に
国
師
花
の
下
に
在
り
、
箒
を
擁
し
て

立
て
る
に
s
す
、
公
問
ひ
て
曰
は
く
、
何
に
ぞ
侍
者
を
召
さ
ず

洒
掃
す
る
や
と
、
国
師
一
咲
す
、
予
当
時
国
師
の
傍
に
侍
ら
ざ

る
を
悔
ゆ
、
一
拳
に
々
（
拳
）
倒
し
、
渠
を
し
て
向
上
の
有
事

を
知
ら
し
め
ん
に
、
嗚
呼
已
ぬ
る
か
な
、

開
山
国
師
は
傍
注
の
通
り
夢
u
疎
石
で
あ
る
。
疎
石
は
天

竜
寺
・
相
国
寺
開
山
で
あ
る
。
疎
石
が
天
竜
寺
に
い
た
と
き
、

春
盛
は
そ
の
方
丈
で
疎
石
に
拝
謁
し
た
。
疎
石
は
嵐
山
に
の
ぼ
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っ
て
楓
の
木
を
植
え
て
お
り
、
鍬
の
柄
が
手
に
あ
っ
た
。
こ
れ

を
春
盛
は
目
の
当
た
り
に
し
て
い
る
。
ま
た
西
芳
寺
で
疎
石
が

花
の
下
に
い
て
、
箒
を
持
っ
て
立
っ
て
い
た
。
春
盛
は
ど
う
し

て
侍
者
を
召
し
て
掃
除
さ
せ
な
い
の
で
す
か
と
尋
ね
た
。
疎
石

は
に
っ
こ
り
と
し
た
。
こ
れ
は
拈
華
微
笑
と
い
う
気
分
で
景
三

は
書
い
て
い
る
ら
し
い
。
そ
う
い
う
悟
り
の
境
地
を
知
ら
な
い

春
盛
に
対
し
て
、
景
三
は
「
私
は
そ
の
時
、
国
師
の
傍
ら
に
い

な
か
っ
た
の
が
残
念
だ
。
い
れ
ば
は
り
倒
し
て
、
彼
に
悟
り
の

境
地
が
あ
る
と
い
う
事
を
知
ら
せ
ら
れ
た
の
に
、
あ
あ
残
念
だ
」

と
嘆
い
て
い
る
。
夢
u
疎
石
の
没
年
は
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）、

こ
れ
と
面
談
し
た
と
い
う
の
で
、
年
齢
は
百
七
十
三
歳
説
を
採

っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

抑
も
本
朝
の
役
の
小
角
は
、
山
伏
の
第
一
の
祖
な
り
、
葛
木
山

に
入
り
、
草
衣
木
食
し
て
、
孔
雀
明
王
呪
を
持
す
、
嘗
て
摂
州

箕
面
山
に
在
り
、
々
（
山
）
に
瀧
有
り
、
小
角
瀧
口
に
入
り
、

龍
樹
大
士
に
謁
す
、
箕
面
を
号
し
て
龍
樹
の
浄
刹
と
為
す
は
、

此
れ
之
の
謂
な
り
、
感
通
録
に
曰
は
く
、
龍
樹
は
仏
滅
度
の
後

の
、
一
切
智
人
と
号
す
、
長
年
七
百
余
歳
、
公
は
祖
小
角
を
承

け
、
龍
樹
を
希
慕
す
る
こ
と
可
な
り
、
護
法
論
に
曰
は
く
、
二

祖
大
師
は
百
単
七
歳
、
安
国
師
は
百
二
十
八
歳
、
趙
州
和
尚
は

七
百
二
十
甲
子
、
此
の
論
徴
す
る
に
足
ら
ざ
る
な
り
、

山
伏
の
祖
で
あ
る
役
行
者
が
箕
面
の
瀧
で
龍
樹
菩
薩
に
会

っ
た
と
い
う
話
を
引
き
、
感
通
録
に
龍
樹
七
百
余
歳
と
あ
る
こ

と
か
ら
山
伏
で
あ
る
春
盛
が
龍
樹
的
な
長
命
で
あ
っ
て
も
不
思

議
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
護
法
論
か
ら
ま
た

長
寿
の
例
を
引
く
。
春
盛
長
寿
説
の
補
強
で
あ
ろ
う
。

今
、
勢
州
の
府
君
古
を
汲
み
、
乃
ち
公
の
壇
越
な
り
、
公
の
肖

像
を
出
し
て
讃
を
乞
ふ
、
其
の
徒
智
春
の
状
を
以
て
す
る
な
り
、

而
れ
ど
も
公
の
出
づ
る
処
の
顛
末
、
智
春
言
ふ
べ
か
ら
ず
、

一
々
に
府
君
の
公
に
聞
く
所
を
録
し
、
以
て
其
の
命
を
塞
ぐ
、

蓋
し
本
坊
供
養
の
一
端
な
り
、
讃
に
曰
は
く
、

密
印
伝
家
の
最
上
乗
、
鬼
神
胆
落
す
戦
兢
々
、
随
身
す
宮
殿
河

沙
の
仏
、
祇た
だ

道
ふ
参
禅
曽
て
せ
ざ
る
に
似
た
り
、
百
七
十
三
の

閑
日
月
、
青
松
院
裏
一
高
僧
あ
り
、
喝
一
喝
、
開
山
の
老
国
師

来
た
り
、
宝
剣
光
寒
く
匣
氷
を
出
づ
、
君
看
よ
や
薬
師
坊
口
の

路
、
夕
陽
留
り
て
白
雲
の

層
か
さ
な

る
在
り
、

延
徳
二
年
庚
戌
十
月
吉
辰
、

小
補
横
川
、
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玉
村
氏
に
よ
り
付
載
さ
れ
た
「
横
川
景
三
略
伝
」
に
よ
れ

ば
、「
小
補
」
は
景
三
の
軒
号
で
あ
る
。
延
徳
二
年
（
一
四
九
〇
）

は
景
三
の
晩
年
で
、「
延
徳
二
年
五
月
四
日
、
義
政
は
相
国
寺
鹿

苑
院
塔
主
（
僧
録
）
惟
明
瑞
智
が
、
事
に
因
っ
て
退
任
し
た
の

で
、
そ
の
後
任
に
擬
し
た
が
、
固
辞
し
て
就
か
ず
、
再
三
懇
請

さ
れ
る
の
で
、
一
時
、
山
城
一
乗
寺
村
の
投
老
庵
（
同
門
連
城

□
珍
の
庵
）
に
隠
栖
し
て
、
こ
れ
を
避
け
た
」（
一
〇
三
二
・
三

三
頁
）
時
に
当
た
る
。
お
そ
ら
く
こ
こ
へ
景
三
と
師
檀
関
係
に

あ
っ
た
伊
勢
府
君
（
伊
勢
貞
宗
）
が
訪
れ
、
青
松
院
春
盛
老
人

像
を
出
し
て
、
そ
の
讃
を
書
く
こ
と
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

春
盛
は
延
徳
元
年
四
月
十
一
日
に
没
し
た
の
で
、
春
盛
と
も
師

檀
の
関
係
に
あ
っ
た
伊
勢
貞
宗
が
そ
の
絵
像
を
描
か
せ
、
景
三

に
そ
の
讃
を
依
頼
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
智
春
は
山
伏
あ

る
い
は
勧
進
聖
と
し
て
の
春
盛
の
弟
子
で
あ
ろ
う
。
そ
の
智
春

が
記
し
た
も
の
が
資
料
と
し
て
提
供
さ
れ
た
が
、
そ
こ
に
は
春

盛
の
出
自
な
ど
が
書
か
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
貞
宗
が
春

盛
か
ら
聞
い
た
こ
と
を
録
し
た
と
言
う
。
そ
の
た
め
か
、
い
か

に
も
勧
進
聖
の
言
説
ら
し
い
説
話
的
な
部
分
が
含
ま
れ
る
が
、

春
盛
の
没
し
た
次
の
年
の
記
録
で
あ
る
こ
と
、
春
盛
に
親
し
い

者
の
見
聞
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
な
り
に
事
実
と
考

え
ら
れ
る
内
容
も
含
ん
で
い
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し

か
も
春
盛
の
伝
記
が
従
来
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
す
れ
ば
、
不
完
全
で
は
あ
っ
て
も
、
こ
れ
を
彼
の
伝
記

と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
は
許
さ
れ
よ
う
。

お
わ
り
に

糺
河
原
勧
進
猿
楽
の
勧
進
聖
は
、
鞍
馬
寺
薬
師
坊
の
青
松
院

春
盛
、
山
伏
で
あ
る
。
そ
の
時
の
年
齢
は
公
称
八
十
九
歳
と
し

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

横
川
景
三
が
こ
の
賛
を
執
筆
し
た
経
緯
か
ら
す
る
と
、
絵
賛
、

こ
と
に
人
物
像
賛
は
提
供
さ
れ
た
資
料
に
忠
実
に
文
章
化
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
常
識
で
は
信
じ
難
い
よ
う
な
長
寿
で
あ

っ
て
も
、
そ
れ
を
認
め
る
と
い
う
基
本
的
姿
勢
で
文
章
を
整
え

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
賛
執
筆
者
の
作
為
は
な
い
。

だ
か
ら
逆
に
、
調
え
ら
れ
た
文
飾
を
透
か
し
て
、
も
と
の
資
料

が
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。
五
山
禅
僧
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
数

多
く
の
絵
賛
も
、
同
様
に
資
料
を
提
供
さ
れ
て
作
ら
れ
た
場
合

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
資
料
と
し
て
そ
れ
な
り
に

有
効
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

（
二
〇
〇
五
・
五
・
一
稿
）
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